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平成 22 年 1 月 26 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１ 原子炉施設保安規定は、原子炉等規制法第３７条第１項に基づき、原子炉設置者が原子力発

電所の安全運転を行う上で守るべき事項を定めたもので、国の認可を受けています。 

原子炉施設保安規定では、ほう酸水注入系１系列が動作可能であることおよび原子炉を冷温

停止するのに必要なほう酸水の量が確保されていることを要求しています。 

 

※２ ほう酸水注入系は、制御棒を原子炉に挿入できず、原子炉を冷温停止できないという状態を仮

に想定した場合においても、原子炉にほう酸水（ほう酸は中性子を吸収する性質を持つため）

を注入することにより、原子炉を定格出力運転状態から冷温未臨界状態まで安全に停止させ、

その状態を維持することを目的とする系統です。 

 

以 上 

 

 

 

 

 

 

浜岡原子力発電所４号機  ほう酸水注入系テストタンク出口弁の閉不能に伴う 

運転上の制限からの一時的な逸脱について 

 

対象号機 ４号機 （定格熱出力一定運転中）  

：沸騰水型、定格電気出力１１３．７万キロワット 

 

お知らせ基準 「表１－１ 原子炉施設の故障により原子炉施設保安規定で定められた運

転上の制限を逸脱したとき。」に該当します。 

発生年月日 

発生時の状況 

 本事象による外部への放射能の影響はありません。 放射能の影響 

今後の予定 本事象の原因調査および当該弁の復旧を実施します。 

平成２２年１月２６日 

 

 

 

 

本日、原子炉施設保安規定※１に基づく月１回のほう酸水注入系※２（２系

列）の定期試験として、ほう酸水注入系テストタンク出口弁を開弁しポンプ

の運転試験を行いました。 

ポンプの運転試験終了後、試験前の状態に復旧するため、ほう酸水注入

系テストタンク出口弁を閉弁しようとしたところ、閉不能であり、待機状態に

ならなかったことから、午後４時２４分に原子炉施設保安規定で定める運転

上の制限からの逸脱を宣言しました。 

その後、ほう酸水注入系タンク出口間連絡弁を閉弁し、ほう酸水注入系

テストタンクの隔離により、ほう酸水注入系（１系列）が待機状態となったた

め、午後４時３１分に運転上の制限内へ復帰していると判断し、その旨を 

宣言しました。 

本事象による４号機の運転への影響はなく、安定に運転を継続しています。 

http://www.chuden.co.jp/resource/energy/hinf_about_02.pdf


 

４号機 ほう酸水注入系の概要について 
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ほう酸水注入系 
タンク 

ほう酸水注入系 
テストタンク 

ほう酸水 
注入ポンプ 

（Ａ） 

（Ｂ） 

ほう酸水注入系テストタンク出口弁 
（閉弁が不能になった弁） 

ほう酸水注入系タンク出口間連絡弁 
（本事象の対応として閉弁した弁） 

ほう酸水注入系の試験後にテストタンク出口弁を閉弁することにより、ほう酸水注

入系タンクのほう酸水がテストタンク内に流入することを防止します。 

タンク出口間連絡弁を閉弁することで、ほう酸水注入系Ｂ系起動時に、ほう酸水注

入系タンクのほう酸水がテストタンク内に流入することはありません。 
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